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まえがき

パワーエレクトロニクス技術の進歩により，さまざまな

応用装置が幅広い分野で活躍するようになってきた。電力

変換装置は，半導体素子の進歩により高周波化が進んで，

絶縁変圧器やフィルタ回路の小形化など，主回路部品の構

成も大きく変化してきた。また，スイッチング周波数が上

がることで制御の高速化が可能となり，電圧や電流の波形

制御が容易に行えるようになった。回路技術の進歩も半導

体素子の進歩と相まって高周波絶縁や SMR（Switch Mode

Rectifier）回路，さらにはソフトスイッチングを実現した

共振形変換回路など多くのパワー変換回路を生み出してき

ている。無停電電源装置（UPS）は，こうした技術進歩の

なかで常に先駆的役割を果たしてきた。

富士電機のミニ UPS は，単相入出力で，常時インバー

タ給電方式ではHi シリーズとして 1～10 kVAの系列を，

常時商用給電方式ではエクセレントシリーズとして 0.6 ～

２kVAを標準シリーズとしてそろえており，多くの納入

実績をあげてきた。

本稿では，ミニ UPS の最近の動きを中心に，技術動向

を述べる。

主回路構成の変遷－－－－小形化への取組み

ミニ UPS の主回路構成は，パワーエレクトロニクスの

進歩に合わせて，高周波化・小形化がめざましい勢いで進

んできた。ここでは，富士電機のミニ UPS の主回路構成

の変遷を小形化の側面から振り返ってみる。

図１は，商用周波変圧器により，インバータ出力側で絶

縁を行った回路方式である。高周波 PWMインバータの

出力側には商用周波変圧器があり，絶縁と出力電圧に合わ

せた昇圧を行っている。この方式は，出力電圧のバリエー

ションに対して，変圧器の二次電圧の変更で簡単に対応可

能であるが，商用周波変圧器が大きいため，小形化の妨げ

となっている。

図２は，入力のコンバータ側で高周波絶縁を行う SMR

コンバータ方式である。商用周波変圧器での絶縁に比べ，

変圧器が小形化されるメリットがあるが，主回路構成が複

雑である。

図３は，トランスレス化を図った回路方式である。非絶

縁方式とすることで変圧器がなくなり，また，主回路半導

体素子も非常に少なくなり，大幅な小形化が可能となった。

非常にシンプルな回路構成ではあるが，AC入力側はハー
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図１　商用周波変圧器絶縁方式UPS



最近のミニUPS

フブリッジの PWMコンバータで，入力電流が力率 1の

正弦波電流となるよう制御されている。出力回路もハーフ

ブリッジの PWMインバータで，整流負荷に対応した瞬

時電圧波形制御により，ひずみの少ない正弦波電圧を出力

する。また，この回路方式では，UPS が発生するノイズ

の低減策として，入力と出力を一線共通として，出力線の

アースからの電位を固定していることが特長となっている。

このような，回路技術の進歩は，このトランスレス方式

に至って，これ以上のシンプル化・小形化が限界にきたと

言っても過言ではない。

図４は，富士電機のミニ UPS の最新シリーズである Hi

シリーズの外観である。1kVAから 1.5，2，3 kVA機ま

でをトランスレス回路方式で実現し，小形化を図る一方，

１，1.5，2 kVA機は富士電機独特の自然空冷式として信

頼性・保守性の向上を図っている。

汎用機から専用機へ

従来のミニ UPS は，コンピュータをはじめとして，さ

まざまな負荷機器に電力を供給する汎用の独立電源として

の色合いが強かった。しかし，負荷装置に内蔵することで，

総合的に小形化・低コスト化を図ろうとする要求も強く

なってきた。

図５ は，富士通（株）で開発されたサーバ（GRAN（a）
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図２　SMRコンバータ方式UPS
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図３　トランスレス方式UPS

図４　富士電機製ミニUPS「Hi シリーズ」の外観
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POWER6000），図５ はそのサイドキャビネットに内蔵

された UPS の外観である。図５ は UPS 本体とバッテ

リーユニットから構成される UPS 部で，定格容量 1kVA，

バックアップ時間は 3分である。

図６は19インチラック用UPS（3 kVA）である。必ずし

も専用機ということではないが，こちらもサーバが19イン

チラックに収納されるようになって，UPS もそれに合わ

せた構造とすることで，装置の小形化・シンプル化が図ら

れている。

こうした負荷装置に内蔵された専用 UPS が生まれてき

たのも，UPS 本体の小形・軽量化が図られてきたためで，

今後はますます UPS の小形化と内蔵化の要求が強くなる

であろう。

通信ソフトウェアの充実

UPS に内蔵されたバッテリーは，通常10分程度の短時

間の停電をカバーするものである。無人化・自動化の要求

により，それ以上の長時間の停電に対して，UPS のバッ

テリーが放電終止となる前に，負荷としてのコンピュータ

を安全に，かつ自動的に停止させる機能が必要となる。こ

れは自動シャットダウン機能と呼ばれ，UPS にこの機能

の付加の要求が増大してきた。

４.１ 接点通信方式とシリアル通信方式

コンピュータには標準インタフェースとして，RS-232C

コネクタが用意されている。このインタフェースを利用し

てコンピュータと UPS との通信を実現する方式が一般的

であるが，この通信方式には，接点通信方式とシリアル通

信方式の 2 種類がある。接点通信方式は，接点信号で

UPS 側の情報をコンピュータ側に伝える方式で，ネット

ワーク OSが標準で UPS のモニタ機能をサポートしてい

る場合には容易に実現できる。機能としては自動シャット

ダウンとリブート機能とを持つ。

シリアル通信方式は，シリアル信号でコンピュータと

UPS が相互にキャラクタ情報を伝えあう方式で，OSに依

存した UPS 専用のアプリケーションソフトウェアを用意

する必要がある。自動シャットダウンに加え，スケジュー

ル運転やモニタリング，ロギング機能など高度な機能を付

加することができる。

富士電機では，Hi シリーズとエクセレントミニUPS シ

リーズに，上記の接点通信，シリアル通信の両通信方式を

用意している。表１に通信方式の接続形態と機能比較を示

す。表中のシリアル通信方式は，富士電機が UPS ソフト

ウェアとして提供している「UPS 運用管理パッケージ」

の機能である。この UPS 運用管理パッケージは，通信処

理モジュールとマンマシンインタフェースモジュールの二

つのモジュールに機能分割されており，このモジュール間

でネットワーク上のプロトコルを介して通信を行うことで，

遠隔監視を可能としている。ネットワーク上でのミニ

UPS とサーバ，クライアントのシステム構成例を図７に

示す。

４.２ SNMPアダプタ

SNMP（Simple Network Management Protocol）は，

管理対象機器に容易に実装することが可能なネットワーク

管理プロトコルである。これを用いて UPS を遠隔で管理

することができる。

前述のシリアル通信方式では RS-232C 経由で LAN

（Local Area Network）に接続されるのに対して，この

SNMP対応 UPS では LANに直接接続され，他のネット

ワーク機器と同様に遠隔からの管理を可能としている。

（b）

（b）
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（a）GRANPOWER6000の外観 

（b）サイドキャビネット内蔵UPS

図５　GRANPOWER6000と内蔵されたUPSの外観 図６　19インチラック用UPS
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４.３ ネットワークアダプタ

LANに直結する UPS を実現する手段として，前述の

SNMPと同様にネットワークアダプタを開発中である。

このネットワークアダプタのシステム構成例を図８に示す。

ネットワーク上の通信プロトコルとしては，TCP/IP を用

いて UPS 情報を載せ，監視側では，汎用のブラウザソフ

トウェアを用いて表示を行うというシステムである。UPS

から直接ホームページを発信し，URL（Uniform Re-

source Locator）アドレスを指定して，これを見る方式と

なる。現在では，インターネットの普及により，ブラウザ

ソフトウェアの組み込まれていないコンピュータはないと

いってもよく，表示機能に限定した場合，OSに依存する

ことなく LANに接続さえしていれば，どこからでもアク

セスできるシステムを構築することが可能である。

あとがき

すでに成熟期に入ったUPS であるが，今日，LAN対応

といった通信機能の充実が，大きく UPS の様相を変えよ

うとしている。

付加価値の追求，差別化の一つの現れであるが，専用機

化と同様，システムに組み込まれ，内蔵一体化の UPS が

今後の一つの流れといえるであろう。そのためにはパワー

変換部の小形化・シンプル化が欠かせない条件となってく

る。

また，UPS に欠くことのできないエネルギー貯蔵の部

分は，小形化や高信頼化にとって非常に課題の多い部分で

ある。現状の鉛蓄電池の高容量化や長寿命化，さらには，

リチウム電池などの適用といった大きな技術革新が期待さ

れる。

今後，ますますダウンサイジング化や付加価値の追求が

ミニ UPS に期待されることから，関係各位の一層のご指

導とご協力をお願いする次第である。
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表１　通信方式の比較

接続形態

機　　能

™自動シャットダウン機能
 （停電時にコンピュータを正常終了させる）

™自動シャットダウン機能
 （停電時にコンピュータを正常終了させる）
™カレンダースケジュール機能
 （毎日自動的に定時刻に負荷をオンオフさせる）
™電源事象リアルタイムモニタリング
 （UPSの入出力電圧や負荷容量などを表示）
™電源事象ロギング
 （過去の履歴やデータの記録）
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